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1 ，研究大会の 趣 旨と解説

　環 日本海学会第 4 回研究大会 （秋 田大会）は 、

1998年 10月31日Ceと11月 1 日  の 2 日間 、 秋田

市文化会館を会場に開催された。日本全 国か ら 、

さ ら に海外か ら研究者や実務家が
一

堂に 会 し、

環 日本海を テ ーマ に 議論する機会は 、 秋 田県で

は初め て の こ と で ある の で 、大会事務局と して

は 、
こ の 大会が学会員ばか りで は な く県民を巻

き込 んだ フ ォ
ー

ラ ム の 場 に な る こ とを 期待 し た。

第 1 日 の環 日本海交流国際 シ ン ポジ ウ ム と第 2

日 の 研 究大会分科会を広 く
一般に 開放 し た の も

そ の た め で あ っ た 。

　秋田大会の 特徴を 出すた め に 、大会事務局 と

し て は 以下に よ うな企 画を 考え た 。

　（1） 県民参加 の 大会に するため、産
・
学

・
官

　　そ し て 市民団体など各分野 の 方 々 に参加 し

　　て い た だ き大会実行委員会 を組織 し た 。

　  　大会テ ーマ を
一般の方に もわ か り易い よ

　　 うに 「環日本海地 域に おけ る人 ・物 ・情報

　　の 交流の 変貌」 と した 。

　（3）　日本 の 社会科学系学会で はあま り重要視

　　 されて い ない 「予稿集」 を発行する こ とに

　 　 し た 。

　（4） 国際 シ ン ポ ジ ウ ム を開催 し 、 そ こ で は 対

　　岸の 都市と ISDN 回線を利用 した テ レ ビ対

　　話を試み る こ とに し た。

　 （5）　 「ユ ー
ス フ ォ

ーラ ム 」 を開催 し 、 地域の

　　青年たち に 環 日本海交流促進 の た め の 具体

　　 的な ア ク シ
ョ

ン ・プ ラ ン を話 し合 っ て も

佐渡友 哲 儀畚毳墓嚢暑奚学）

　　ら っ た 。

　（6） 韓国東北亜経済学会 と学術交流協定を結

　　ん で か ら初め て の大会 となる の で 、同学会

　　か ら会長 、 事務局長な ど 3名を招待 し 、 研

　　究報告もお願 い した。

　  　大会 2 日間の報告内容すべ て を 1枚の パ

　　 ソ コ ン 用 CD に収録 し 、 希望者に 原価 で 購

　　入 し て い ただ い た 。

　と こ ろ で 、大会事務局 は 当初、「物流」 と 「人

流」 を テ ーマ の 基本に し て い た 。 こ れ らに 「情

報」 が加わ っ た の に は少 々 事情が あ る。それ は、

テ レ ビ 対話の相手側都市 と し て 当初、秋田市 と

姉妹都市関係に あ る ウ ラ ジ オ ス トク 市が候 補で

あ っ た こ とに は じ ま る。同市に ある ロ シ ア極東

国立総合大学 との 打合せ 段 階で 、ISDN 回線が

うま くつ なが らな い こ とが判明 し 、 こ の こ とが

環 日本海地域 の 情報イ ン フ ラ に 関心を もつ き っ

か け とな っ た の で ある 。 テ レ ビ対話は 、金 昌男

教授の 快諾 と全面的な協力に よ り、 釜山の東亜

大学校 との 間で 実現 した 。同教授は じめ 韓国電

信電話局 、 東亜大学校の 会場 の 皆様に感謝 し た

い
。 情報イ ン フ ラ に つ い ては 、 大 会事務局に情

報管理の 専門家が い た こ とに も助け られ 、
こ の

地域 に 関する数少な い 専門家を捜 し出す こ とに

成功 し 、 「特別分科会」 を設け る こ とに ま で 発

展 した 。

2 ．基調講演と環日本海交流国際シ ンポジ ウム

　基調講演 「北東 ア ジ ア 環 日本 海地域 に おけ る

国際物流の 将来構想」 の 講師に は 、特に こ の 地
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域 の 物流 に 詳 し い 元運輸省局長 の 三 橋郁雄 氏

（国際港湾交流協力会）に お 願い した 。三 橋氏

は 、OHP で 地 図や ル ー ト を 示 しな が ら環 日 本

海地域の 物流ネ ッ ト ワ ーク の 現状を具体的に 説

明 し、将来構想の 要件 と して 、  中国東北地域

と モ ン ゴ ル の 日本海側窓 ロ ル
ー ト、  大 陸地域

間の 交流を 円滑に 進め る た め の ル ー ト、   外貨

獲得に 大 きく貢献す るル
ー ト、な どを挙げた。

そ し て 、優先的に 取 り組む べ ぎ具体的構想 と し

て 下記の 4 つ の こ とを提案 した 。

　（1） 日本 と極東 ロ シ ア を結ぶ 国際 フ ェ リ
ー
航

　　路の 開設。

　（2） シ ベ リア 横断鉄道に よる トラ ン ジ ッ ト貨

　　物 の 取扱量 の 拡大。

　（3） 朝鮮民主主義人民共和国 （北朝鮮） と 日

　　本 の 日本海側港湾 と の 間の コ ン テ ナ定期航

　　路 の 開設。

　（4）　日本の 日本海側港湾 と北米 とを結ぶ 国際

コ ン テ ナ 航路 の 開設。

　基調講演は 、 北東 ア ジ ア 全体に わ た る物流 の

コ ン セ プ トや 意義に つ い て の 具体的で わ か り易

い 解説で あ っ た と同時に 、将来 の 夢を も語 っ て

くれ た よ うに 思 う。

　 環 日本 海交流 国際 シ ン ポ ジ ウ ム は 、大会 テ
ー

マ を掲げ、 5 人の パ ネ リ ス トに は ロ シ ア 、韓国、

中国、日本そ れぞれ の 立場 と分野 か ら発言 して

い た だ い た 。イ リ イ ン ・セ ル ゲ イ 氏 （ロ シ ア 極

東国立総合大学函館校校長／ ロ シ ア ）は 、
ロ シ

ア と 日本 と の 間の 学術 ・教育交流ば か りで な く、

最近の 卩 シ ア 極東地域の 経済状況に つ い て も関

心 を広げ、極 東地域 で の 市場 経済改革は地 域 主

義を生み 出 し、地域が 自由に 対外経済活動 を展

開す る よ うに な っ た が、同時に 輸入依存が拡大

し て 不 況を もた ら し て い る、と い う事実を率直
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キ M ＋ ンナ ム

に 語 っ て くれた よ うに 思 う。金 昌 男氏 （東亜
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大学校／韓国）は 、 日本へ の 留学経験や北東ア

ジ ア経済の 視点か ら、韓 日中の 共 同教育プ 卩 グ

ラ ム の 開発、「韓 日 自由貿易地 帯」 の 創設 な ど

に 言及 し、 こ れ らを出発点 と した 「北東 ア ジ ア

地域経済共同体」構想を提案 し た。
リャソ ツ ヶン シ t ソ

　梁 春 香 （新潟産業大学／中国） は 、 人的交

流の 視点か ら、北東ア ジ ア に おけ る経済交 流 の

活発化や膨大 な人 口 と観光資源の多様性に 注 目

し
、 特に 中 日韓 3 国間の 観光交流を中心 と した

「北東 ア ジ ア 国際観光圏」 の 形成を指摘 し た。

駒形正 明氏 （テ レ ビ新潟）は 、情報交流の 視点

か ら、自ら ジ ャ
ー

ナ リ ス トと して 日本人 と して

初め て 図們江開発地域や吉林省延吉市などを取

材 し た 経験か ら語 りは じめ 、将来 の 構想 と し て

多言語放送 の 「国際衛生テ レ ビ局」 の 可能性を

探 っ た．そ して 、小倉隆夫氏 （お ぐら製粉所）

は 、 自ら中国に 進出 して い る 企業家 と し て 、中

国内陸の 輸出入 に 見合 う生産 と消費の 実需を知

る こ とを強調 し つ つ も、 経済交流の 基本に は 人

間 ・文化 の 相互 理解や 共存共 栄 の 精神 が重要 で

ある こ とを力説 した 。

　 こ の シ ン ポ ジ ウ ム の 状況は ISDN 回線 で 韓 国

・釜 山 の 東亜大 学校 の 会場 に も伝え られ 、現地

　 　 　 イ
　

ホ
ロン 　 　 　 　オ サ ン グ ン

か らは 李浩永氏 と呉相根氏 が パ ネ リス トの 意見

に応 える形で発 言し た。パ ソ コ ン 通信独特の 画

面 の 動きで は あ っ た が、画質や音声は 期待以上

に 良 く、 実験的な試み は 成功 した とい える で あ

ろ う。パ ネ リス トた ち の 話題 も幅広 く、時 々 釜

山か ら の 発言を交えなければな らない 3 時間半

に わ た る シ ン ポ ジ ウ ム を バ ラ ン ス よ くま とめ 、

定刻どお りに 終了で きた の も 、
コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ

ー
の 坂田幹男氏 （福井県立大学 ） の 力量 に 負 う

と こ ろが 大 きか っ た 。 改め て感謝 した い。な お 、

こ の シ ン ポ ジ ウ ム の 様子 は、昨年 11月 に 、日本

テ レ ビ系列の放送局か ら 「北東 ア ジ ア
・
そ の 交
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流 の 変貌」 とい うタ イ トル で 放送 された 。

3 ．研究大会分科会と 「ユ ー
ス フ ォ

ー
ラ ム 」

　大会事務局で は 当初、 5 つ 程 の 分科会 の テ
ー

マ を考え て い たが 、 会員か らの報告申し込み が

予想以 上 に 多 くな り、嬉 しい 悲鳴を あげな が ら、

特別分科会を含む 9 つ の 分科会を次の よ うに組

む こ とに な っ た 。

　特別分科会 「環 日本海地域 に お ける情報イ ン

　　　　　　　フ ラ の現状 と課題」

　第 1分科会 「北東 ア ジ ア 地域 の 動向と課題」

　第 2 分科会 「朝鮮半島と の 交流 の 可能性を さ

　　　　　　　ぐるコ

　第 3 分科会 「環 日本海地域に お け る物流の 課

　　　　　　 題 と展望」

　第 4 分科会 「地 域に お け る環 日本海交流の 取

　　　　　　　り組 み」

　第 5 分科会 「21世紀 の 国 土 構造を め ぐ っ て 」

　第 6 分科会 「環 日本海交流の 歴史的視点」

　第 7 分科会 「北東ア ジ ア に お ける 産業 の 諸問

　　　　　　　題」

　第 8 分科会 「北東 ア ジ ア諸国の 政策課題」

　 それ ぞれ の 内容を こ こ で 紹介す る紙面がな い

の で 、本誌 の各報告要 旨を 参考に さ れ た い 。よ

り多 くの 人 に希望の 分科会に 参加で きる よ うに

す る た め に も、ひ とつ の 時間帯に 多 くの分科会

が並ぶ とい うプ ロ グ ラ ム は 、もと よ り避け た い

こ と で あ っ た。し か し、限 られ た 時間 に 30名 の

報告者 をテ
ー

マ 別 に 分類す ると い う作業の 結果、

残念 なが ら同
一

時間帯に 最大 4 つ の 分科会が並

ん で しま っ た。それで も、 各分科会に は それぞ

れ 30名前後 の参加者が あ り、 多 くの 分科会で 議

論 が 盛 り上 が り、時間を大 幅に 超過する と こ ろ

もあ っ た こ とを 報告 し て お きた い 。

　イ ベ ン ト 「ユ
ー

ス フ ォ
ー

ラ ム 」 に は 、学部生

・院生 ・留学生を 含む地域 の 青年た ちが約30名

集 ま り、 3 つ の グ ル
ープ に 別れ て 、それ ぞれ環

日本海交流促進の た め の 具体的な ア ク シ ョ ソ ・

プ ラ ン が 話 し合われ 、青年ら し い 夢 の あ る プ ラ

ン が発表 された 。

4 ．むすび

　秋田大会で は 、 学会事務局か ら の 大会資金 の

ほ か に 、環 日本海国際学術交流協会、秋田 県、

秋 田経済法科大学 、 秋 田港国際化荷主協議会、

東北電力 、 秋 田銀行 、 北都銀行 、 そ の 他多 くの

団体か ら寄付金が 得られ た
。 また

、 国際 シ ン ポ

ジ ウ ム は 日本海沿岸地帯振興連盟 （日沿連） と

の 共催で 行 うこ とが で き、日沿連か ら も助成を

受け る こ とが で き た。それ ら に よ り 、 プ ロ グ ラ

ム 、ポ ス タ ー、看板、予稿集な どに 通常以上 の

お金 をかけ る こ とが で きたば か りで な く、 テ レ

ビ対話や 内外か ら の ゲ ス ト報告者 の 招聘も可能

とな っ た の で ある 。 協力下 さ っ た これ ら諸団体

に 感謝する次第で ある。さ ら に 、実験的試み で

あっ た 釜山 と の テ レ ビ対話実現 に つ い て は 、

NTT 秋 田支店の 全面的な 貢献 が あ っ た こ とを

付記 して お きた い 。

　秋田大会は テ ー
マ も

一
般的 で

、 分科会の 数 も

多 くな り 、 全体 と し て 研究の 焦点がぼやけた 大

会に な っ て しま っ たか もしれ な い 。会 員の 中に

は 、 若干物足 りな さ を 感 じ ら れ た 方が あ る か も

しれ な い と思 う。しか し 、 2 日間で 延 べ 約 400

名の参加者を得 られた とい うこ とは 、大会事務

局が当初構想 した県民参加の 大会 と し て は 成功

した と い え る の ではな い か。地域 の 関心 と事情

を考慮 し た研究大会 とな っ た こ とに ご 理 解を下

されば幸 い で ある 。
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